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東京藝術⼤学では、1 ⽉ 8 ⽇（⽉・祝⽇）及び 1 ⽉ 9 ⽇（⽕）に上野キャンパスにおいて「五

⼤陸アーツサミット 2018」を開催します（参加費無料、要事前申込） 
卓越する五⼤陸の総合⼤学を中⼼に、芸術分野の学⻑・学部⻑が⼀堂に会するシンポジウムは、

本学 130 年の歴史の中で初の試みです。 
 

本学 130 周年を機に開催される「五⼤陸アーツサミット 2018」では、これからの新しい芸術
⼤学の姿について世界的視野から考えたいと思います。近年の科学技術の著しい発展は、芸術の
あり⽅を根本的に揺るがしつつあります。このような状況のなか、芸術⼤学が果たすべき役割と
は何でしょうか？歴史も⽂化も異なる様々な国や地域の芸術⼤学の現状を知り、未来の芸術教育
について議論することは、21 世紀の芸術のビジョンを共有するためにも重要なプロセスだとい
えるでしょう。2020 年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、さらなる国際化の気運
が⾼まる今、各⼤陸との⽂化交流を含め、芸術教育の未来像を発信していきます。 
 

記 
 
１ ⽇  時  平成 30 年 1 ⽉ 8 ⽇（⽉・祝⽇） 10 時〜12 時 
        平成 30 年 1 ⽉ 9 ⽇（⽕）    10 時〜12 時、18 時〜20 時 
２ 場  所  東京藝術⼤学⾳楽学部 5-109 教室及び第６ホール 

        〒110-8714 東京都台東区上野公園 12-8 
http://www.geidai.ac.jp/access/ueno 

３ 対  象  企業・研究機関・官公庁・⼤学関係者・地域住⺠・学⽣など、どなたでも可 
４ 主  催  東京藝術⼤学 
５ 協  ⼒  全国芸術系⼤学コンソーシアム 
６ 後  援  外務省 ⽇本経済新聞社 
７ 申込⽅法  メール⼜はFAX で「五⼤陸アーツサミット申込」とご記⼊のうえ、①ご⽒名 ②

お電話番号 ③メールアドレス ④ご所属またはご職業 ⑤参加希望⽇ をお知ら
せ願います。 

８ 申 込 先  E-mail：development@ml.geidai.ac.jp  
       FAX：03-5685-7760 

９ 定  員  180名 ※事前申込制  
10 参 加 費  無料 
11 申込締切    平成29年12⽉22⽇（⾦） 
12 使⽤⾔語  英語 ⽇本語（同時通訳あり） 
 

【本件問合せ先】 
東京藝術⼤学 130 周年事務局  神永・塩澤 
TEL：050-5525-2051／FAX：03-5685-7760 

■ Five Continent Arts Summit ■ 
東京藝術⼤学「五⼤陸アーツサミット 2018」を開催 

21 世紀の芸術⼤学はどこに向かうのか？七ヶ国⼋⼤学の学⻑・学部⻑が⼀堂に会し、 
これからの新しい芸術⼤学の姿と⽂化交流について世界的視野から考えます。 



東京藝術大学「五大陸アーツサミット 2018」開催概要 

 

１  開催趣旨 

21 世紀の芸術大学はどこへ向かうのか？  

 本学 130 周年を機に開催される「五大陸アーツサミット 2018」では、卓越する五大陸の総合大学

を中心として、芸術分野の学長・学部長とともに、これからの新しい芸術大学の姿について世界的視

野から考えたいと思います。 

 近年の科学技術の著しい発展は、芸術のあり方を根本的に揺るがしつつあります。このような状況

のなかで、芸術大学が果たすべき役割とは何でしょうか？  

 本学は、これまで世界各国の大学と連携協定を結び、様々な交流事業を展開して参りました。し

かし、グローバル化が進む現代においては、従来の二大学間の関係に留まることなく、連携校同士

の交流も含めた複数大学間の緊密な関係を構築してゆく必要があります。歴史も文化も異なる様々

な地域の芸術大学の現状を知り、未来の芸術教育について議論することは、21 世紀の芸術のビジョ

ンを共有するためにも重要なプロセスだといえるでしょう。 

 2020 年の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、さらなる国際化の気運が高まる今、各大陸

との文化交流を含め、上野から芸術教育の未来像を発信していきます。 

具体的には、次のテーマでシンポジウムを開催いたします。 

①情報化の進む新しい時代における芸術系大学のあり方（担うべき役割と養成すべき人材） 

②大学間国際ネットワークの構築によるイノベーションと文化芸術の創造 

 

２  日時 

  大学紹介セッション 

    平成 30 年 1 月 8 日（月・祝日）10:00～12:00  東京藝術大学音楽学部 5-109 教室 

    平成 30 年 1 月 9 日（火）   10:00～12:00    同  上 

シンポジウム 

    平成 30 年 1 月 9 日（火）      18:00～20:00  東京藝術大学音楽学部第 6 ホール 

 

３  主催／協力／後援 

  主催：東京藝術大学 

  協力：全国芸術系大学コンソーシアム 

 後援：外務省 日本経済新聞社 

 

４  シンポジウムのパネリスト 

◆北アメリカ大陸 

   南カリフォルニア大学 University of Southern California  

    Elizabeth M. Daley（映画芸術学部 学部長） 

   コロンビア大学 Columbia University 

    Carol Becker（芸術学部 学部長） 

 ◆南アメリカ大陸 

   チリ大学 University of Chile 

    Jorge Gaete（芸術学部 副学部長） 



  ◆ユーラシア大陸 

   ベルリン芸術大学 Berlin University of the Arts 

    Martin Rennert（学長） 

   モスクワ大学 Lomonosov Moscow State University 

    Alekxandr Pavlovich Lobodanov（芸術学部 学部長） 

◆オセアニア大陸 

   メルボルン大学 The University of Melbourne 

    Barry Conyngham（芸術学部 学部長） 

◆アフリカ大陸 

    ヘルワン大学 Helwan University 

   Safia Taha Elkabany（美術学部 学部長） 

◆主催 

  東京藝術大学 Tokyo University of the Arts 

    Kazuki Sawa （学長） 
 

５  プログラム 

  ◆大学紹介セッション１ ： 1 月 8 日（月・祝日）10:00～12:00  

   Ⅰ 開会の辞 

   Ⅱ サミット全体の趣旨説明 

   Ⅲ 大学別プレゼンテーション 

     ①南カリフォルニア大学 

     ②ベルリン芸術大学 

     ③メルボルン大学 

     ④ヘルワン大学 

   Ⅳ 閉会の辞 

 

 ◆大学紹介セッション２ ： 1 月 9 日（火）10:00～12:00  

   Ⅰ 開会の辞 

   Ⅱ 大学別プレゼンテーション 

     ①コロンビア大学 

     ②モスクワ大学 

     ③チリ大学 

     ④東京藝術大学 

   Ⅲ 閉会の辞 

 

 ◆シンポジウム  1 月 9 日（火）18:00～20:00  

   Ⅰ 開会の辞 

   Ⅱ 奏楽 

   Ⅲ 大学紹介セッションの総括とシンポジウムの進行説明 

   Ⅳ パネルディスカッション 

     テーマ：①情報化の進む新しい時代における芸術系大学のあり方 

（担うべき役割と養成すべき人材） 

         ②大学間国際ネットワークの構築によるイノベーションと文化芸術の創造 

   Ⅴ 閉会宣言 

 

   ※当日の進行によりプログラムを変更する場合がありますので、予めご承知置き下さい。 

 



◎主催者挨拶 

 

 東京藝術大学は、平成29年10月4日、創立130周年を迎えました。 

 明治20年の創立以来、我が国の芸術文化の継承・発展に寄与するとともに、国際社会を指向

した教育研究を展開し、国際舞台で活躍する数多の芸術家や教育者、研究者を育成・輩出する

ことを通じて、世界屈指の総合芸術大学としての地位を確立してまいりました。これもひとえに、

学生や教職員をはじめ、歴代同窓生の皆様方の並々ならぬご努力、各界の皆様方のご尽力ご支

援の賜物であると、心から敬意と感謝を捧げたいと存じます。 

 さて、本学では、創立130周年を機に、全国芸術系大学コンソーシアム、外務省及び日本経済

新聞社のご協力・ご後援により「五大陸アーツサミット2018」を開催することといたしました。 

 本学は、近年、文部科学省の国立大学機能強化事業をはじめ、スーパーグローバル大学創

生支援事業やＣ Ｏ Ｉ 拠点事業等の採択を契機に、美術、音楽及び映像の芸術諸分野において、

世界水準の教育研究活動を展開しており、東京藝大にしかできない“芸術文化”という独自の

登頂ルートで、世界を相手に伍して競い、“世界の頂”を極めるべく尽力しているところです。 

 一方、グローバル化の進展や地域における諸課題等、国内外の情勢は、急速な変化を続け、

文化芸術を取り巻く環境にも、大きな影響を与えており、とりわけ、芸術系大学においても、そ

の役割やあり方について改革が求められております。 

例えば国内では、民間と行政の役割分担の見直しや、地方分権の推進等が図られており、人

口減少社会の到来により、過疎化、少子高齢化等の影響から、地域コミュニティの衰退も指摘さ

れております。このような社会変動に対応するためにも、「芸術」による観光振興や地域活性化、

さらには、現場で活躍する、アーツ・コミュニケータ等の先導的な人材の育成が、今後益々求

められていくのではないでしょうか。 

さらに、海外に視野を拡げますと、学生・教員・研究者にとって国際的な活動は必要不可欠と

なっており、発展した科学技術による新たな芸術表現の探究も活発に進められています。我が国

においても、国境を超えた芸術活動や、新たな芸術表現手法の開発に対する支援・協力が、緊

急の課題と考えます。 

今回、卓越する五大陸の総合大学を中心として、芸術分野の学長・学部長とともに、これから

の新しい芸術大学の姿について世界的視野から考えたいと思います。 

皆さま方のご参加をお待ちしています。 

 

 平成 29 年 12 月 

                   東京藝術大学長 

 


